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【手続補正書】
【提出日】平成23年2月18日(2011.2.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部装置から送信される映像データを表示手段に表示する映像表示装置であって、
　前記表示手段に表示される第１の映像データの表示範囲を変更するための所定の指示を
受けた場合、前記所定の指示に応じて、変更された第１の映像データの表示範囲に対応す
る第２の映像データを生成する生成手段と、
　変更された第１の映像データの表示範囲に対応する第３の映像データを要求するための
指示を前記外部装置に送信する通信手段と、
　前記所定の指示を受けた場合、前記第３の映像データが前記表示手段に表示されるよう
に前記表示手段を制御する制御手段とを有し、
　前記制御手段は、前記第３の映像データが前記電子機器から取得されるまでは、前記第
２の映像データが前記表示手段に表示されるように前記表示手段を制御することを特徴と
する映像表示装置。
【請求項２】
　前記所定の指示を連続して受けた場合に、前記通信手段は、前記所定の指示を受けなく
なったことを検出してから前記第３の映像データを要求するための指示を前記外部装置に
送信し、
　前記所定の指示を連続して受けた場合に、前記所定の指示を受けなくなったことを検出
していないとき、前記通信手段は、前記第３の映像データを要求するための指示を前記外
部装置に送信しないようにすることを特徴とする請求項１に記載の映像表示装置。
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【請求項３】
　前記第２の映像データは、前記変更された第１の映像データの表示範囲に関する第１の
情報に対応する映像データであり、
　前記第１の情報は、前記第１の映像データに対する縮小処理の情報、前記第１の映像デ
ータに対する拡大処理の情報及び前記第１の映像データの表示範囲を示す座標の情報の少
なくとも一つを含むことを特徴とする請求項１または２に記載の映像表示装置。
【請求項４】
　前記第３の映像データは、前記変更された第１の映像データの表示範囲に関する第２の
情報に対応する映像データであり、
　前記第２の情報は、前記第１の映像データに対する縮小処理の情報、前記第１の映像デ
ータに対する拡大処理の情報、前記第１の映像データの表示範囲を示す座標の情報、アス
ペクト比を示す情報及び解像度を示す情報の少なくとも一つを含むことを特徴とする請求
項１から３のいずれか１項に記載の映像表示装置。
【請求項５】
　前記所定の指示は、前記第１の映像データの表示範囲の大きさを変更するための指示で
あることを特徴とする請求項１から４のいずれか１項に記載の映像表示装置。
【請求項６】
　前記所定の指示は、前記第１の映像データの表示範囲の位置を変更するための指示であ
ることを特徴とする請求項１から５のいずれか１項に記載の映像表示装置。
【請求項７】
　前記外部装置は、前記第３の映像データを要求するための指示に応じて、前記第３の映
像データを生成する生成手段を有することを特徴とする請求項１から６のいずれか１項に
記載の映像表示装置。
【請求項８】
　外部装置から送信される映像データを表示手段に表示するステップと、
　前記表示手段に表示される第１の映像データの表示範囲を変更するための所定の指示を
受けた場合、前記所定の指示に応じて、変更された第１の映像データの表示範囲に対応す
る第２の映像データを生成するステップと、
　変更された第１の映像データの表示範囲に対応する第３の映像データを要求するための
指示を前記外部装置に送信するステップと、
　前記所定の指示を受けた場合、前記第３の映像データが前記表示手段に表示されるよう
に前記表示手段を制御するステップと、
　前記第３の映像データが前記電子機器から取得されるまでは、前記第２の映像データが
前記表示手段に表示されるように前記表示手段を制御するステップと
をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】発明の名称
【補正方法】変更
【補正の内容】
【発明の名称】映像表示装置およびプログラム
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００１】
　本発明は、映像表示装置およびプログラムに関する。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の目的は、表示される映像データに関する操作に対するレスポンスを高速にしつ
つ、画質劣化を伴わない映像データの表示を行うようにすることを目的とする。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１６】
　本発明に係る映像表示装置は、外部装置から送信される映像データを表示手段に表示す
る映像表示装置であって、前記表示手段に表示される第１の映像データの表示範囲を変更
するための所定の指示を受けた場合、前記所定の指示に応じて、変更された第１の映像デ
ータの表示範囲に対応する第２の映像データを生成する生成手段と、変更された第１の映
像データの表示範囲に対応する第３の映像データを要求するための指示を前記外部装置に
送信する通信手段と、前記所定の指示を受けた場合、前記第３の映像データが前記表示手
段に表示されるように前記表示手段を制御する制御手段とを有し、前記制御手段は、前記
第３の映像データが前記電子機器から取得されるまでは、前記第２の映像データが前記表
示手段に表示されるように前記表示手段を制御することを特徴とする映像表示装置である
。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　また、本発明に係るプログラムは、外部装置から送信される映像データを表示手段に表
示するステップと、前記表示手段に表示される第１の映像データの表示範囲を変更するた
めの所定の指示を受けた場合、前記所定の指示に応じて、変更された第１の映像データの
表示範囲に対応する第２の映像データを生成するステップと、変更された第１の映像デー
タの表示範囲に対応する第３の映像データを要求するための指示を前記外部装置に送信す
るステップと、前記所定の指示を受けた場合、前記第３の映像データが前記表示手段に表
示されるように前記表示手段を制御するステップと、前記第３の映像データが前記電子機
器から取得されるまでは、前記第２の映像データが前記表示手段に表示されるように前記
表示手段を制御するステップとをコンピュータに実行させるためのプログラムである。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
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【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２２】
　本発明によれば、表示される映像データに関する操作に対するレスポンスを高速にしつ
つ、画質劣化を伴わない映像データの表示を行うようにすることができる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　印刷制御部１０８は、プリンタコントロール部１０２から供給される命令に応じて印刷
機構部１０７を制御し、記録用紙６０１への印刷を行う。例えば、操作部１０４に対する
操作に応じて操作部１０４から印刷開始命令が発行されると、プリンタコントロール部１
０２は、印刷制御部１０８に対して印刷開始命令を伝える。この印刷開始命令に応じて、
印刷制御部１０８は、印刷設定情報をメモリ１０３から読み出し、読み出された印刷設定
情報に従って印刷機構部１０７を制御する。印刷機構部１０７は、印刷制御部１０８の制
御に応じて、記録用紙６０１の給排紙やカラーインクの噴出などを行う。印刷制御部１０
８および印刷機構部１０７が協働して印刷手段を構成する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　図３は、この発明の第１の実施形態に適用可能なデジタルテレビ２０１の一例の構成を
示す。デジタルテレビ２０１において、テレビコントロール部２０２に対し、メモリ２０
３、操作部２０４、リモコン受信部２０５、映像設定部２０６、セレクタ２０９、デジタ
ル放送信号処理部２１０およびＨＤＭＩ信号処理部２２０が接続される。デジタル放送信
号処理部２１０は、チューナ２１１、信号解析部２１２、映像デコード部２１３および音
声デコード部２１４を備えている。ＨＤＭＩ信号処理部２２０は、ＨＤＭＩ送受信部２２
１、映像信号処理部２２２、音声信号処理部２２３および制御信号処理部２２４を備えて
いる。制御信号処理部２２４は、テレビコントロール部２０２と接続される。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６０】
　テレビコントロール部２０２に対して、電源部２３０がさらに接続される。電源部２３
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０は、テレビコントロール部２０２の制御に応じてデジタルテレビ２０１の各部に電源を
供給する。電源部２３０は、例えば、後述するテレビリモコン３０１の電源ボタンに対し
て電源ＯＮの操作がなされるまでは、デジタルテレビ２０１の一部に対して電源を供給す
る。これにより、デジタルテレビ２０１は、待機状態とされる。待機状態では、例えばテ
レビコントロール部２０２、リモコン受信部２０５、メモリ２０３、ＨＤＭＩ送受信部２
２１など、デジタルテレビ２０１が待機状態から復帰するために必要な部分のみに電源を
供給することが考えられる。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９８】
　映像生成部１０９は、抽出された領域の画像データに基づきデジタルテレビ２０１に出
力すべきＨＤ映像を生成する（ステップＳ２１５）。ＨＤ映像を生成するために用いる画
像データは、元画像データから表示領域を抽出して生成されたデータである。そのため、
生成されたＨＤ映像は、デジタルテレビ２０１によって電子ズーム処理された映像よりも
高精細な映像となる。映像生成部１０９にて拡大画像によるＨＤ映像が生成されたら、上
述のステップＳ２０５で非表示にしたＯＳＤ表示を再表示する（ステップＳ２１６）。そ
して、プリンタコントロール部１０２は、映像出力の準備が完了したことを示すＣＥＣコ
マンドを発行し、このＣＥＣコマンドを、制御信号処理部１２３を介してデジタルテレビ
２０１に対して送信する（ステップＳ２１７）。
　デジタルテレビ２０１において、映像出力準備完了のＣＥＣコマンドが制御信号処理部
２２４に受信されテレビコントロール部２０２に渡される。テレビコントロール部２０２
は、受け取ったＣＥＣコマンドに応じてデジタルテレビ２０１の拡大機能をＯＦＦにする
（ステップＳ２１８）。これは、この後フォトプリンタ１０１より出力される映像に対し
てさらに拡大処理が行われることを防ぐためである。このとき、映像表示部２０７には、
上述したステップＳ２０９で拡大処理された映像を表示させたままにしておく。例えば、
映像設定部２０６に対する映像データの入力を停止し、映像設定部２０６が有するメモリ
に記憶された画像データを映像表示部２０７に供給する。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１２４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１２４】
　デジタルテレビ２０１の起動処理が完了してスタンバイ状態になると（ステップＳ３０
９）、デジタルテレビ２０１からフォトプリンタ１０１に対して、映像および音声の出力
開始を要求するＣＥＣコマンドが送信される（ステップＳ３１０）。フォトプリンタ１０
１は、このＣＥＣコマンドに応じてデジタルテレビ２０１に映像データおよび音声データ
の出力を開始する準備を行う。映像データおよび音声データの出力準備ができたら、フォ
トプリンタ１０１からデジタルテレビ２０１に対して、映像データおよび音声データの出
力開始準備が完了した旨を通知するＣＥＣコマンドが送信される（ステップＳ３１１）。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１４０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１４０】
　さらにまた、図７において、ステップＳ３０６およびステップＳ３０８で、印刷機能や
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ＤＰＯＦ情報作成機能を有していない機器が接続されていることが確認されることも考え
られる。この場合、デジタルテレビ２０１は、印刷要求やＤＰＯＦ情報作成要求のＣＥＣ
コマンドを発行しないようにできる。
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